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平成20年4月17日

各都道府県介護保険主管部（局）長　殿

　　　　　　　　　　　　㎜　　幣

厚生労働省老　興青翠

rr介護サービス情報の公表」制度の施行について」の一部改正について

　rr介護サービス情報の公表」制度の施行について」（平成18年3月31日付

け老振発第0331007号厚生労働省老健局振興課長通知）については、介護保険法施

行規則の一部を改正する省令（平成20年厚生労働省令第69号）が公布され、平

成20年4月1日より施行されたことに伴い、別紙のとおり改正し、平成20年4

月1日より適用することとしたので、御了知の上、適正な事務処理を図られたい。

　なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4第1項

の規定に基づく技術的助言として発出するものである。
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（　別　紙　）

O「介護サービス情報の公表」制度の施行について（平成18年3月31日老発第0331007号厚生労働省老健局振興課長通知）
改　　　正　　　後

別紙

1　「介護サービス情報の公表」制度の趣旨
　介護保険制度は、介護サービスを利用しようとする者（以下
　「利用者」という。）が自ら介護サービス事業者（介護保険法

　（平成9年法律第123号。以下「法」という。）第115条
の29第1項に規定する「介護サービス事業者」をいう。以下

　「事業者」という。）を選択し、利用者と事業者とが契約し、
サービスを利用又は提供する制度である。

　　しかしながら、利用者は要介護者等であり、利用しようとす
　る介護サービスの情報の入手において、事業者と実質的に対等
な関係を構築することが困難な場合がある。利用者が適切なサ
ービスを利用できない場合、その心身の機能が低下するおそれ
などが考えられることから、利用者に対して、事業者に関する
情報を適切に提供する環境整備が望まれる。

　また、事業者においては、自らが提供する介護サービスの内
容や運営状況等に関して、利用者による適切な評価が行われ、
より良い事業者が適切に選択されることが望まれることから、
各事業者の情報を公平に提供する環境整備が望まれる。

　介護保険制度は、このように、利用者本位による利用者のニ
ーズにあったより適切な事業者選択を通じたサービスの質の向
上が図られることを基本理念とする制度である。

～以下略～

現　　　　行

別紙

1　「介護サービス情報の公表」制度の趣旨
　介護保険制度は、介護サービスを利用しようとする者（以下
　「利用者」という。）が自ら介護サービス事業者（介護保険法

　（平成9年法律第123号。以下「法」という。）第115条
の29第1項に規定する「介護サービス事業者」をいう。以下

　「事業者」という。）を選択し、利用者と事業者とが契約し、
サービスを利用又は提供する制度である。

　　しかしながら、利用者は要介護者等であり、利用しようとす
る介護サービスの情報の入手において、事業者と実質的に対等
な関係を構築することが困難な場合がある。利用者が適切なサ
ービスを利用できない場合、その心身の機能が低下するおそれ
などが考えられることから、利用者に対して、事業者に関する
情報を適切に提供する環境整備が望まれる。

　また、事業者においては、自らが提供する介護サービスの内
容や運営状況等に関して、利用者による適切な評価が行われ、
より良い事業者が適切に選択されることが望まれることから、
各事業者の情報を公平に提供する環境整備が望まれる。

　介護保険制度は、このように、利用者本位による適切な事業
者選択を通じたサービスの質の向上が図られることを基本理念
とする制度である。

～以下略～

一レ



1
一
〇
i

E　実施体制の整備
1　指定情報公表センター

　（1）～（2）　　（略）

　（3）事業運営の透明性の確保
　　　　「介護サービス情報の公表」制度の事業運営に当たって

は、介護事業者からの手数料を充てていることにかんがみ
、事業運営の透明性を確保するとともに、介護事業者、利
用者等関係者のr介護サービス情報の公表」制度に対する
理解を深めていただく観点から、その運営状況等について
は、各都道府県のホームページ等を活用して、積極的に毎
年度公表を行うことが望ましい。

2　指定調査機関
（1）～（2）　　（略）

（3）事業運営の透明性の確保
　　　r介護サービス情報の公表」制度の事業運営に当たって

は、介護事業者からの手数料を充てていることにかんがみ
、事業運営の透明性を確保するとともに、介護事業者、利
用者等関係者の「介護サービス情報の公表」制度に対する
理解を深めていただく観点から、その運営状況等について
は、各都道府県のホームページ等を活用して、積極的に毎
年度公表を行うことが望ましい。

3　調査員
（1）調査員の確保
　　　都道府県は、介護サービスの種類ごとの公表対象事業所
　　数、都道府県自らの調査実施体制、介護サービスの種類ご
　　との指定調査機関数や所属調査員数等を踏まえ、必要な調
　　査員数を適切に見込み、必要数を計画的に養成し確保する
　　必要がある。

　　　調査員は、政令第37条の7第1項に規定されるとおり
　　、都道府県知事又はその指定する者が省令第140条の4
　　1の規定に基づいて行う研修（以下「調査員養成研修」と

II　実施体制の整備

1　指定情報公表センター
　（1）～（2）　　（略）

2　指定調査機関
（1）～（2）　　（略）

3　調査員
（1）調査員の確保
　　　都道府県は、介護サービスの種類ごとの公表対象事業所
　　数、都道府県自らの調査実施体制、介護サービスの種類ご
　　との指定調査機関数や所属調査員数等を踏まえ、必要な調
　　査員数を適切に見込み、必要数を計画的に養成し確保する
　　必要がある。

　　　調査員は、政令第37条の7第1項に規定されるとおり
　　、都道府県知事又はその指定する者が省令第140条の4
　　1の規定に基づいて行う研修（以下「調査員養成研修」と
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いう。）の課程を修了し、都道府県知事が作成する調査員
名簿に登録される必要がある。当該名簿には、調査員養成
研修修了者の氏名、住所及び調査員養成研修の受講の開始
年月日及び修了年月日を記載するものとする。また、当該
登録は、1つの介護サービスの種類に係る研修の課程を修
了することをもって行うものとし、他の介護サービスの種
類ごとの研修の課程を修了するごとに、当該登録内容の追
加変更を行うものとする。

　なお、介護サービスの種類ごとに行う調査員養成研修に
おいて、調査員養成研修を修了した介護サービスが属する
次の区分に属する他の介護サービスについても、調査員養
成研修のすべての課程を修了したものとみなすことができ
ることに留意する。

　また、調査員は、法第115条の29第2項の規定に基
づいて都道府県知事が行う調査の場合は都道府県の職員で

あり、法第115条の31第1項の規定に基づいて指定調
査機関が行う調査の場合は、指定調査機関の職員となり、
個人が調査事務を行うことは想定していない。

〈区　分〉

　1　訪問介護＋介護予防訪問介護
2　訪問入浴介護＋介護予防訪問入浴介護
3　訪問看護＋介護予防訪問看護
4　訪問リハビリテーション＋介護予防訪問リハ
　ビリテーション
5　福祉用具貸与＋特定福祉用具販売＋介護予防
福祉用具貸与＋特定介護予防福祉用具販売

6　通所介護＋認知症対応型通所介護＋介護予防
通所介護＋介護予防認知症対応型通所介護

7　通所リハビリテーション＋介護予防通所リハ
　ビリテーション
8　特定施設入居者生活介護＋地域密着型特定施
設入居者生活介護＋介護予防特定施設入居者生
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　活介護

9　介護老人福祉施設＋短期入所生活介護＋介護
予防短期入所生活介護＋地域密着型介護老人福

　祉施設入所者生活介護
10　介護老人保健施設＋短期入所療養介護（介護
老人保健施設）＋介護予防短期入所療養介護（

　介護老人保健施設）
11　介護療養型医療施設＋短期入所療養介護（介
護療養型医療施設）＋介護予防短期入所療養介

（2）　（略）

　1　情報の公表を行う介護サービスの種類

　　　情報の公表を行う介護サービスは、省令第140条の29
　　に規定される訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハ
　　ビリテーション、通所介護（指定療養通所介護を除く。）、
　　通所リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養

皿　介護サービス情報の公表制度の実施方法等

介護、特定施設入居者生活介護（養護老人ホーム及び適合高
齢者専用賃貸住宅に係るもの並びに外部サービス利用型指定
特定施設入居者生活介護を除く。）、福祉用具貸与、特定福
祉用具販売、認知症対応型通所介護、地域密着型特定施設入
居者生活介護（養護老人ホーム及び適合高齢者専用賃貸住宅
に係るものを除く。）、地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護、居宅介護支援、介護福祉施設サービス、介護保健
施設サービス、介護療養施設サービス（介護療養型医療施設
の入院患者の定員が8人以下である病院又は診療所に係るも
のを除く。）、介護予防訪問介護、介護予防訪問入浴介護、
介護予防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーション、介護
予防通所介護、介護予防通所リハビリテーション、介護予防
短期入所生活介護、介護予防短期入所療養介護、介護予防特
定施設入居者生活介護（養護老人ホーム及び適合高齢者専用

皿

1

（2）　（略）

介護サービス情報の公表制度の実施方法等
情報の公表を行う介護サービスの種類

　情報の公表を行う介護サービスは、省令第140条の29
に規定される訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハ
ビリテーション、通所介護（指定療養通所介護を除く。）、

通所リハビリテーション、特定施設入居者生活介護（養護老
人ホーム及び適合高齢者専用賃貸住宅に係るもの並びに外部
サービス利用型指定特定施設入居者生活介護を除く。）、福
祉用具貸与、居宅介護支援、介護福祉施設サービス、介護保
健施設サービス、介護療養施設サービス（介護療養型医療施
設の入院患者の定員が8人以下である病院又は診療所に係る
ものを除く。）である。
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賃貸住宅に係るもの並びに外部サービス利用型指定介護予防
特定施設入居者生活介護を除く。）、介護予防福祉用具貸与
、特定介護予防福祉用具販売及び介護予防認知症対応型通所
介護である。

　なお、次の各区分において、二つ以上の介護サービスを一
体的に運営している場合には、各区分における介護サービス
の公表内容の多くが共通であることから、介護サービス事業
所、指定情報公表センター及び指定調査機関の事務負担等に
配慮し、一体的に報告及び調査を実施するものとする。

また、この通知において、各区分において平成19年度ま
でに情報の公表の対象となっている各指定居宅サービス、指
定居宅介護支援、介護福祉施設サービス、介護保健施設サー
ビス又は介護療養施設サービスを「主たるサービス」という。

〈一体的な報告・調査を行うサービス区分（調査票様式）〉

1　訪問介護＋介護予防訪問介護
2　訪問入浴介護＋介護予　訪問入浴介護
3　訪問看護＋介護予防訪問看護
4　訪問リハビリテーション＋介護予防訪問リハビリテーシ
ョン

5　福祉用具貸与＋特定福祉用具販売＋介護予防福祉用具貸
与＋特定介護予防福祉用具販売
6　通所介護＋認知症対応型通所介護＋介護予防通所介護＋
介護予防認知症対応型通所介護
7　通所リハビリテーション＋介護予防通所リハビリテーシ
ョン

8　特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）＋地域密着
型特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）＋介護予防特
定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）

9　特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋地域密着
型特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋介護予防特
定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）

10　介護老人福祉施設＋短期入所生活介護＋介護予防短期入
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所生活介護＋地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
11　介護老人保健施設＋短期入所療養介護（介護老人保健施
設）＋介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設）

1　介護療養型医療施設＋短期入所療養介護（介護療養型医
療施設）＋介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設
≧

2　（略）

3　報告に関する計画、調査事務に関する計画及び情報公表事
務に関する計画の策定
（1）～（3）　　（略）

（4）計画の内容

　ア～イ（略）
　　ウ　報告の対象となる事業者

　　　　法第115条の29第1項に規定されるとおり、新た
　　　に介護サービスの提供を開始しようとする事業者につい
　　　ては、介護サービスの提供を開始しようとするときに報
　　　告の対象となるとともに、同法同条同項並びに省令第1
　　　40条の30第1号に規定されるとおり、計画の基準日
　　　前の1年間において、介護報酬の支払いを受けた金額が
　　　100万円を超える事業者が報告の対象となるものであ
　　　る。

　　　　なお、計画の基準日前の一年間において、事業者が皿
の1に定める各区分内において、二つ以上のサービスを
一体的に運営している場合には、各区分のいずれのサー
ビスについても介護報酬の支払いを受けた金額が100
万円を超えない場合を除き、報告の対象となる。
　また、当該介護報酬支払額の把握に当たっては、介護
サービス事業者ごとに、次のような情報を把握して実施
することが適当と考えられるので、各都道府県国民健康
保険団体連合会と連携するなどにより、適切に実施され

2　（略）

3　報告に関する計画、調査事務に関する計画及び情報公表事
務に関する計画の策定
（1）～（3）　　（略）

（4）計画の内容

　ア～イ（略）
ウ 報告の対象となる事業者

　法第115条の29第1項に規定されるとおり、新た
に介護サービスの提供を開始しようとする事業者につい
ては、介護サービスの提供を開始しようとするときに報
告の対象となるとともに、同法同条同項並びに省令第1
40条の30第1号に規定されるとおり、計画の基準日
前の1年間において、介護報酬の支払いを受けた金額が
100万円を超える事業者が報告の対象となるものであ
る。

　なお、当該介護報酬支払額の把握に当たっては、介護
サービス事業者ごとに、次のような情報を把握して実施
することが適当と考えられるので、各都道府県国民健康
保険団体連合会と連携するなどにより、適切に実施され
たい。
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たい。

　ただし、特定福祉用具販売及ぴ特定介護予防福祉用具
販売については、基本的に各都道府県国民健康保険団体
連合会において支払い実績額を把握していないことから
、その把握については、都道府県の実情等に応じて適切
に実施されたい。

①介護サービスの種類
2　介護保険事業所を運営する法人等の名称

③
④
⑤
⑥
⑦
コ

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
工

（4）～（6）

介護保険事業所番号
介護サービス事業所の名称
介護サービス事業所の所在地
介護サービス事業所の電話番号
介護報酬支払額
　（略）

　　　（略）

4　事業者による報告
（1）～（2）　　（略）

（3）報告の内容

　　　計画の基準日前の1年間において、介護報酬の支払いを
　　受けた金額が100万円を超える事業者については、省令
　　第140条の31の規定及び本通知に基づき、別添1基本
　　情報及び別添2調査情報を報告することとなる。
　　　これら基本情報及び調査情報は、原則として、各介護サ

ービス毎に報告するものであるが、皿の1に定める各区分
内において一体的に運営されているサービスの調査情報に
ついては、同一の事業者による取組であり、基本的に全て
のサービスについて共通しているという考え方を前提とし
て、原則主たるサービスについて報告を行い、その他のサ
ービスについては、主たるサービスの報告をもって報告を
行ったものとみなす。

　またな嘉、新たに介護サービスの提供を開始しようとす

①介護サービスの種類

②
③
④
⑤
⑥
コ

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
工

（4）～（6）

介護保険事業所番号
介護サービス事業所の名称
介護サービス事業所の所在地
介護サービス事業所の電話番号
介護報酬支払額。
　（略）

　　　（略）

4　事業者による報告
（1）～（2）　　（略）

（3）報告の内容

　　　計画の基準日前の1年間において、介護報酬の支払いを
　　受けた金額が100万円を超える事業者については、省令
　　第140条の31の規定及び本通知に基づき、別添1基本
　　情報及び別添2調査情報を報告することとなる。
　　　なお、新たに介護サービスの提供を開始しようとする事
　　業者については、別添1基本情報を報告することとなる。
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－oo－

　　　　　　　　　　　　　　。ゆ価幻eψいに》

二〇以野冊“」加騨血ゆ帽築紫尊桶罰〆栽㌍罧蹄

．繕い鼻糞e£“e贈鯉e騨坦綱麗．桶福驕e

　野冊霊蝦旅ゆ瞳U爽枳網羅e粟尊e£喫e驕醒。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）　①

　　　　　　　　　　　　　　　摂枳e綱麗堀商（ト）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四諦呂葦畔ヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。ゆ赫

刃eψいにPo舶u一挺枳e綱驕無闇e刃椥ゆ赫榔翠姻

和縣冊》」趣u一綱麗桶罰．」誕棉伽㌍罧蹄．些細麗

　　　　　　　　　　　　　　　　　填枳e綱驕（心）

　　　　　　　　　　　　　　　　（智）　（ヤ）～（卜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤櫛密粁輔　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　斑紋e総研綱麗　　（寸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蟄）　　（oり）～（［）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇蝋e総楴網羅　O

（留）　の

。赫廼槍幻eψ製。に

網綱驕》oψ網綱麗eK徊1わゆ異相．鍾》二〇

ロ一K徊1わe摯e申ノ⊇に網綱麗yざ9K勾1

わゆ喫州喫冥初申騨颪隆．ψ》二〇U一綱驕．》」

刃腿寝網枳咽㌍串二割ゆ二》」咽報》1⇒O旦K加

1わe》畑旦＄終曲．⊃帽や留崎ゆ舶U一㌍罧蹄e

1匝．鍾》二〇旦騨埋綱麗eK徊一わゆ二》冥杓

麺曜”一名葦1》二紀以9魚凶ゆゆ£型旦胃e目　d

　　　　　　　　　　　　　　。ゆ廿刃eψいにP

二〇U一音蹄喫」畑騨皿ゆ槍築粟算桶罰。築椥蝋蹄

．魯小e菓蓉e£喫e朧選e騨坦網羅．並樹麗e

　野冊霊咽邦ゆ瞳u一挺枳綱驕e粟轄e£喫e贈鯉　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）　o

　　　　　　　　　　　　　　　填枳e綱麗麗旧（卜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四諦＄葦畔

　　　　　　　　　　　　　　　。ゆ赫刃eψゆ廿曇蝋

網綱寵u一名惟一．鍾》二〇旦K徊1わゆ二》冥約細則
や

U壼符丁．ソ韓口唇余凶ゆゆ£彼U＃e目．紀廼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。ゆ価

刃eψ£じ0舶リ爽紋e綱臨鰻掴e割拠ゆ恒網翠滴

椥罧蹄》」謎U一綱驕桶罰．」巨儒細撫罧楴．亜綱驕

　　　　　　　　　　　　　　　　　誕枳e綱驕（O）

　　　　　　　　　　　　　　　　（蟄）　（ヤ）～（ト）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野冊霊粁欄　卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　斑紋e総締綱麗　　（寸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）　　（oり）～（r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇蝋e燃締綱駆　O

繕幻幻Uゆ廿釦騨網簿解悟網r獲展

（留）　頃

　　　　　　　　。ゆ

．鍾》二〇U湘罧蹄ゆ
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－ひ－

区陛報蹄桶罰．ψ刃〉挿毛菓慰e魚掛e諸曇届ヌ

遷報蹄K』一わ綴奪．鍾）二〇旦蘂＃e£喫e驕

鯉ゆ嚢謳U一筆輿e葦細く挺ゆ価細則細論曇届ヌ

陛罧蹄K加1わ麗奪ゆ瞳U一穂名桶罰帥同誌報蹄　◎

　　　　　　　　　　。ゆ帽Peψ三廻蝦似」欄》

い繕畔埜偉岬e菓尊e竃喫e贈鰹廼霊草畔ゆむ絶

u一湘罧蹄ゆ．⊃帽Peψゆ赫嶋雇網緯煕e助犠冊

曇脳．ミトd11トゆ冥想咽櫃U密題1．桶一億煕e

蘂＃e£喫e驕鯉ゆ二》」鱈署轡蘇垣網麗㊦

　　　　　　　　　　　　。ゆ帽Pe一二繕咽似」

欄Pj刃eψね釦細く騨￥e申．鍾u一「曇髄e申

届ヌ和寒牌」9⇔」繕冊U嚢＃e£禦e麗鯉◎

帥葦褒呼鯉．轟

　。ゆト幻ef尋♀匝桶幕酸e

．桶P二9素馨e£喫e駝鯉◎

　　　　　　　　　　。ゆ廿刃e一ゆ赫麗鯉『蚕＃

愚将医e叢龍桶罰．届Po禦否扁澤蝋怖e

坤麟麗e幻匂油旺「蒔、繕いe棄尊e£喫e朧鯉　◎

　　　　　　　　。ゆ廿幻e一二廻心廼過奨む繕初

P駝鯉築ド畑eO．m一。く．鍾如奪ゆ£幻「Oる

曝山。く」　．」刃eψ二超過裏袖P麗醒築or農

具無二魯いeO．m。く．鍾如騨ゆ霜割「O鍾区

m．＜」．y韓U穎冊e輕棄尊e£喫e贈澤◎

　。ゆ赫刃eψ二無妻に樹齢癬聖柵悩．屋誌ej瞠

」田ゆ赫謳”面9e粟衰署．鍾嘔綱驕．如噂e

U。ゆ恒刃eψゆト驕鯉梱農掴e獣蹄e菓㌍桶珊

ゆト脂螺築握報蹄．鍾綱驕e粟尊e£喫e驕鯉　＠

区怪罧蹄桶罰．ψ幻〉廼築粟賦e魚掛e縦曇鍾区

陛罧蹄K～－わ鰹生．埜》二〇u一粟尊e£喫e驕

鯉ゆ♀趣互助有紋e葦細く奥ゆ赫細則細離曇鍾区

踵報蹄K加1わ麗生ゆ瞳巳輝《桶罰帥同志罧蹄　創

　　　　　　　　　　。ゆ槍Pe一二縫咽似」欄》

o廼蝋鍾緯岬e粟尊e竃喫e鵬鯉無量葦畔ゆむ紀

旦湘罧棉ゆ．⊃槍Peψゆ廿嘔軍網溝岬e帥麟冊

曇猟．ミトd口トゆ冥想咽融以名望一．鍾龍岬e

粟韓e＄翼e朧醒ゆ二P」鱗需£皓旦騨箪網羅創

　　　　　　　　　　　　。ゆ櫓Peψ二種咽似」

姻》」刃eψ9釦細く騨翠e申．鍾以「曇髄e中

稲ヌ祁堅一聴」ゆ二》」擢豊粟鞄e£喫e贈鯉d

地葺褒呼鯉．稟

　。ゆ廿幻eザ轟妻竪幕議e

．並》二〇U粟鞄e£喫e驕鯉－◎

　　　　。ゆ廿刃eρゆ⊃醍P刈りゆ価融選墾輩

r細綬瞳e帥麟麗桶罰．鍾》o翼罰巳贈鯉砿蹄e

帥蠣船e幻勧榔旺「蒔．縛串e菓蓉e£翼e贈鯉釧

　　　　　　　　。ゆ赫刃e一二無心繕過奨む繕抽

P駝鯉築》畑eO．oo．＜．鍾如蝿ゆ霜割「Oる

曝m．＜」　．」刃e一二超過裏袖P駝醒築Or灸

尋無二ρいeO”薗。く．届一如嚇ゆ槍刃「O鍾区

m。く」　．》二鶏旦頻麗e野菜尊e£翼e離鯉創

　。ゆ廿幻eψ二種♀に榊帥癬㌍欄督．坦誌ej瞠

」砥ゆ廿謳U一即Ke粟＃旙罰．鍾嘔綱驕．如蝉e

口。ゆ廿刃eψゆ恒朧鯉如簾にe礁蹄e菜館糖罰

ゆ恒脂螺築怪罧蹄．亜綱麗e粟尊e£翼e駝浬創
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（留）　oo

　　　　　　　　　　　。ゆ廿幻e弟ゆ価‡慶網騨坦K～

1わ儲奪ゆ赫艦名．u一細帆寂」冊網野蹄臨酬ゆ尋即題贈

刃ゆ廿慰”一墨銀eK加1わe和旺碇．埜湘報蹄．喫怪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。ゆ廿刃

eψゆ価脂哩U養蝿二赫皐吠e離曇桶ヌ陛報蹄K徊1わ

灘女．P二〇巳騨坦K勾一わ縦令ゆ赫艦名．鍾椥罧蹄

　　　　　　　　　　　　　　　憶名ゆ舶u一和罧蹄　合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（智）ヤ～卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帥誕枳e輝名（N）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）　（r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榔名e騨塵・　卜

（留）　　（Q）　・（の）

　（留）　（ヤ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ帽やeψ

’暮妻匝聖容eρゆ事智騒ぐ過宙e最遠届ヌe

｝ゆ廿曇邪心皿築㌍罧蹄．鍾》二〇U迩摩劇中　e

　　。ゆ価刃eψゆ赫贈鯉樹臨駆e即E爆蝋る蔭拠

憧丑．田摯匪．皿眼e帥総姻桶罰．ψ幻〉廼も．

届Po喫河扁鯉e電装礁e帥姻煙毒．総姻◎

　　　　　　　　　　。ゆ需Peψ二種咽似」柵逃

裏袖P朧鯉築幻Uゆ帽和地画布罧怖ゆ瞳ロ一縦曇鍾

醒燦R盤e（縦曇躍嘩く湖棚女）鰹奪権燦霞K罧蝦握吟鰹生る

曝（縦翠越嘩く押麗生）儲奪裾燦陛K蜜蝦ゆt紀U騨磐網羅・

　　　　　　　　　　　　早e申　①

（智）　oo

　　　　　　　　　　　　　　　　。＄二」怪馴

築刃Uゆ赫‡襲榊騨些・K加1わ難生ゆ廿榔名．ヨ軸悩畏

」冊樹野冊臨酬ゆ異心£駝刃ゆ価慰u一環躍eK勾－事e

㌍旺【一穂．鍾拠報蹄．稲一如韓ゆ赫別爆築坤㌍旺「一時．喫怪

　　　　　。ゆ恒幻e一ゆ竃獣u一越鯉騨埋eぐ帥和旺酵．

句繕ゆ赫嘔哩u一臣蝿二価阜吠e離曇鍾区距報怖K加1わ

麗奪．》二〇且騨坦K』1事難生ゆ廿榔《．鍾榔蝋棉

　　　　　　　　　　　　　　　艦名ゆ紹U一湘報蹄　ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）ヤ～卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地斑桓e穏名（N）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留）　（r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輝名e騨㌍　卜

（蟄）　　（O）・

　（智）　　（ヤ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　。ゆ槍Pe弟

’轟£匝聖容e一ゆ事智総ぐ嚇毒e籠孟届ヌe

ψゆ廿曇獣心皿築㌍罧蹄．並P二〇り一過宙騨ゆd

　　。ゆ赫幻e弟ゆ赫駝選網臨牽e即K曇撚る曝拠

拠ヨ．田摯匪．皿齪e帥糖姻桶罰．一幻〉仲も．

鍾Po喫罰U瀧鯉e麟麗曇脳e帥姻過宙．糖姻　d

　　　　　　　　　　。ゆ槍Pef尋咽似」欄過

裏袖P麗鯉築幻Uゆ霜P帥同志罧蹄ゆ瞳里離曇鍾

（の）
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－＝，

（。ゆ恒一語⊃紹幻e肇映）　帽攣。。～最「一関

。二更冥杓順醜U万口二廼

並Peψゆ価製暇細紐欄e皿ゆ團細寒剛e刃謳墾爆困民馨る

曝選恨R琿旦戎廉．》二〇以（離濃型嘩く㌍難生）難生欄燦

陛K罧蝦握吟鰹生る爆（離曇型嘩く押鰹奪）　順生照爆陛K罧

蝦．⊃槍Pe一喫咽榊幻e申ゆ穐築総則e幻謳華燦團駁撃る

霞継燦R磐u一攣匝刈稲曇型嘩く湘鰹奪．並P二紀u一儲奪掴蟹

踵K罧蝦握齢儲生る曝鰹令鰹蟹陛K罧蝦ゆ’⇒》」細則U霊堆

i幻離曇翠嘩く榊灘奪．鍾eゆ二Pj旺面細晋一無駅十川甑

糾幽離曇型嘩く㌍麗女》」刈干挺累騨e環餐e総則e刃匪翠

燦圏誕輻R馨る曝盤憬R磐ゆむ絶U（諸曇型嘩く榊鰹令）鰹

生綴壷振K罧蝦直串鰹生る霞（絹曇型嘩く榊鰹女）鰹生照焼

踵K罧蝦．》二鴇以（r）ぐゆ国織田e一献U猷榔展午細

》二〇リフ⇒肇蔭e皿野e蝦蝦e刃趣翠爆團R馨る肖
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